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ニュース

【作物部：４５－８８０７ 】

かわる大麦品種、続々登場！「はるか二条」「しらゆり二条」など

佐賀県ではこれまで、麦ごはん、麦焼酎、味噌や麦茶などの原料として、食糧用大麦品種「ニシノ
ホシ」やビール大麦品種「サチホゴールデン」が多く栽培されていました。近年、気象の影響や病害
の多発で収量が低迷するようになり、新しい品種の導入が求められていました。
そこで、当センターでは、九州沖縄農業研究センターが開発した品種の中から、多収で品質の良い

ものを選定し、「ニシノホシ」や「サチホゴールデン」の一部と替えていく準備を進めています。
新品種「はるか二条」は「ニシノホシ」よりも2割以上多収の品種で、麦粒の検査等級も良質とされ

てきた「ニシノホシ」と同等の格付けです。元年度播種面積は、大麦作付面積の28％以上
（約2,600ha）になっています。
「はるか二条」の栽培のポイントは、早播きは避けて12月上旬播きとします。播種量は7～8kg/10a、

施肥は平坦部で窒素成分で元肥を6kg/10a、1月追肥を4kg/10a、3月追肥を4kg/10aとしており、多収
にあわせて追肥の量を「ニシノホシ」よりも1割程度多くしています。赤かび病にかかりやすいため、
防除は欠かせません。詳しくは佐賀県のホームページ “佐賀県施肥防除てびき”で検索・参照してく
ださい。
また、新品種「しらゆり二条」は、炊飯後の褐変がないプロアントシアニジンフリーの遺伝子を

持っています。このような品種は需要量は多くないものの、麦ごはんや白い麦味噌向けとして強い要
望があります。過去、同様な品種「白妙二条」が栽培されていましたが、穂発芽しやすく低収であっ
たために生産が中断されていました。「しらゆり二条」は、元年度播種で10haのほ場で試作されてい
ます。「しらゆり二条」は「はるか二条」の血を強く引く品種で、収量・検査等級とも「はるか二
条」と同等であり、多収が見込めます。
近年、もち性の大麦が食物繊維を多量に含むことから健康志向の消費者に麦ごはん用として注目さ

れています。有望系統「西海皮糯77号」も「はるか二条」の血を強く引くもので、これも多収が期待
されています。ほかにも、二条裸麦「西海裸78号」も「ユメサキボシ」の後継品種として、現在10aの
試作が行われています。

表 「はるか二条」の施肥基準

はるか二条 ニシノホシ

成熟期の大麦「はるか二条」

大麦炊飯後の褐変

しらゆり二条 ニシノホシ
※写真は九州沖縄農業研究センタｰ提供
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研究成果の紹介

シンクロトロン光を活用したキクの新品種の開発

【 花き研究担当：４５－２１４３ 】

「佐賀i9号（いちごさん）」の品種識別技術を開発！

【目的】
佐賀県ではイチゴ品種「佐賀i9号」を2018年に品種登録する

とともに、「いちごさん」として商標登録しました。
近年、日本のイチゴ品種の海外での違法栽培や偽装表示によ

る逆輸入等が問題となっています。
このため、違法栽培・表示の抑止力と育成者権の保護を目的

として品種識別技術を確立しました。

【技術の特徴】
レトロトランスポゾン(挿入遺伝因子)の有無を利用した10種類のDNAマーカーを利用します(表1)。
葉などの少量サンプル(100mg程度）から識別ができます。
市場流通35品種とのDNA増幅パターンを比較することで識別が可能です(表1)。
加工品(ジャム)からの識別も可能です(図1)。

【 野菜研究担当（育種）：４５－２１４３ 】
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図1 加工品の検出例(ﾏｰｶｰ3)
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1 Cl19_5 99 - - - + + + + - - + + - - + - - - + - - + + + + - + - + - - + - + + + -

2 pattern524 114 + + - + + - - + + + + + - + + - - + + + - - + + + - - - + - - - + + + +

3 Cl124 78 + - + - - - - - + - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - -

4 Cl322 83 - + - - + - - - - - - - - - - + - - + - - - - - - - - - - + - - - - - +

5 Cl261 89 - - - - + - - + + + + + - - + - - - + + + - - - - - - - - - - - - - - -

6 pattern320 102 - - - - - + - + - - + - - + - - - + - + - - - - - - - - + - - - - - - -

7 Cl115 93 - - - - - - + - - + - + - - - + - - - - - - - - + - + + - - + + + + - +

8 Cl242 108 - - - - - - + - - + - - - + + - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

9 Cl258 75 - - + - + + - + + - - - + - - - - + - - - - - + - - - - + - - + + - + +

10 Cl76 94 - - - - - + - - - - - - - - + - - - - + - - + + + + - - - - + - - - - -
Z番号1～10は市場35品種の識別マーカーセット(増幅断片＋：有，−：無)

番号z
マーカー

名

増幅

断片長

(bp)

品種・系統名（商標名）

表1 イチゴ品種識別マーカーの増幅パターン

突然変異育種は、農作物の品種改良において重要な手法の一つであり、ある形質を短期間で改良す
ることができます。例えば、花では花色や花形などの鑑賞する部位を改良する目的で、イオンビーム
やガンマー線などの放射線を利用した突然変異育種が広く行われてきました。
シンクロトロン光もそのような放射線の一つであり、真空中を高速で直進する電子が、その進行方

向を変えられた時に発生する光です。シンクロトロン光は、これまでに物理や化学分野を中心に研究
が行われてきましたが、農作物の品種改良には活用されていませんでした。
そこで、当センターでは県立九州シンクロトロン光研究センター(鳥栖市)と連携して、平成20年

（2008年）から農作物の突然変異育種への活用について、研究を行っています。
これまでに、キクの挿し穂にシンクロトロン光を照射した結果、元の品種とは花色が異なる変異が

認められ、シンクロトロン光を品種改良に活用できることを世界で初めて明らかにしました。
なお、これまでの研究成果については、令和元年（2019年）5月に韓国・ソウル市で開催された国

際園芸学会主催のシンポジウムにおいて発表しました。
今後も、キクを含む様々な品目で変異誘発や得られた変異体からの実用品種育成を目指して、研究

を行っていきます。

原品種 花色変異体

キクへの照射による花色変異誘発 シンポジウムでの発表



タマネギべと病検討会を開催しました

トピックス

より辛みの強いワサビ軟白葉の栽培法を確立しました

JICAの要請によりウガンダに職員を派遣しました

アフリカから種子生産研修生を受け入れました

ODA（政府開発援助）の実施機関であるJICA（独立行政法人国際協力機構）の要請を受けて、当セ
ンター山間農業研究担当の金子主査を、11月6日から11月27日までの22日間、東アフリカのウガンダに
派遣しました。
今回は、JICA「米振興プロジェクト」によるもの

で、日本から水稲技術指導者としての派遣でした。
国立作物資源調査研究所（NaCRRI）からウガンダ

東部の水・陸稲地帯を巡回し、佐賀県における普及
指導や稲作技術の経験を踏まえ、肥料のやり方や栽培
指導など生産拡大に必要な基本的な栽培技術について
アドバイスを行いました。

佐賀県の中山間地では、雨よけ土耕栽培で葉ワサビが栽培されていますが、
一般に夏越しのために5月に地上部を刈り取って掘り取り、
冷蔵庫に保管します。
その際に出葉する軟白葉は、辛みが強く通常の葉ワ

サビより高い単価で販売されています（10月収穫）。
山間農業研究担当では、ほ場での軟白葉生産を試み

た結果、3月に地上部を刈り取り、10～15日程度遮光
資材で100％遮光することで、3月～4月に軟白葉を収
穫でき、しかも5月に刈り取るよりも収量が多いこと
が分かりました（図1）。
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図１ 地上部刈取時期の違いによる
ワサビ軟白葉の株当り収量

ワサビの軟白葉

10月21日から、アフリカ中部にあるカメルーン共和国、コンゴ民主共和国及びコンゴ共和国から水稲
種子の生産技術や生産体制に関する情報収集のため、それぞれの国の担当者や民間団体担当者並びに
JICA担当者が佐賀県を訪問されました。各国ともコメの消費量が拡大し、東南アジアからの輸入量では
不十分な状況で、自国での増産が急務となっています。しかし、
１枚の水田の中に複数品種が混じった状態で生産が続けられてお
り、均質な種子の増産も重要な課題となっています。
このため、一般田と採種ほとの管理の違い、採種ほの審査方法、

種子生産施設、種子協会、ＪＡ、県各機関の役割などについて研
修されました。さらに、当センターの資料館も見学され、佐賀段

階や新佐賀段階等の歴史についても学ばれました。

３

病害虫・有機農業研究担当及び露地野菜
研究担当では、令和元年8月19日に、タマネ
ギべと病検討会を開催し、農林水産省「革新
的技術開発・緊急展開事業」の共同研究で得
られた成果を発表しました。
本検討会には、県内外から約160名のタマ

ネギ関係の普及指導員、ＪＡ職員、研究者、
行政担当者、各企業の方々が参加され、共同
研究の最新の成果を共有するとともに、今後
のべと病対策について、熱心な議論を行いま
した。

検討会の様子
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トピックス

農と食のふれあいまつりを開催しました

（作物栽培研究担当 特別研究員 岩城雄飛）

自作テンシオメーター 自動運転コンバイン

農研機構九沖農研センターでの長期研修

令和元年11月9日に一般公開「農と食の
ふれあいまつり」を農業技術防除セン
ター・佐城農業改良普及センターと合同
で開催しました。
試験成果や普及のパネル展示、試験中

の園芸施設の案内、お米の新品種候補の
試食などで各機関の仕事の内容を紹介し
ました。また、営農なんでも相談や新規
就農相談、イノシシの「シシしゃぶ」の
試食、収獲した稲の脱穀・精米の体験、
サツマイモ掘り、農産物販売などを行い、
農業に触れていただく催しを開催しまし
た。当日は天気にも恵まれ、たくさんの
方々に来場していただきました。

当研究担当では、米・大豆・麦類の品種開
発・選定を行っています。これまでに、水稲で
は’夢しずく’’さがびより’’たんぼの夢’’天使の
詩’’さがの華（酒米）’’紫黒米’、大豆では’むら
ゆたか’’佐賀黒7号（黒大豆）’などを育成し、
麦類では’サチホゴールデン’’はるか二条’’チク
ゴイズミ’などを選定してきました。
現在、水稲では病害虫に強く多収・良食味、

大豆では早生で多収・良質、麦類では病害や穂
発芽に強くて多収・良質を目標に品種開発・選
定に取り組んでいます。また、佐賀県で奨励品
種となっている米麦大豆の原々種や原種も生産
しています。

４

令和元年8月から3ヶ月間、福岡県筑後市の農研
機構九州沖縄農業研究センターにおいて、長期研
修を受講しました。
研修では、大豆生育期における過乾燥に対応し

た栽培技術の開発に向けて、土壌水分等測定手法
の習得や生育期の灌水試験等に取り組みました。
灌水試験では、安価で多数設置できる測定装置を
作成し、土壌の水ポテンシャルを測定する方法や
作物体の水ストレスの評価方法について検討等を
行いました。これにより生育期間中の降雨や灌水
による土壌水分の変化を確認することができ、今
後の試験や技術開発に生かせる技術を習得できま
した。
また、スマート農業一貫体系の現地実証にも触

れることができ、スマート農業の現状や課題につ
いて勉強することができました。また、実際に使
用した農業者の声を直に聞くことにより、導入し
た場合の有効性や課題を知ることができ、今後の
活用法や試験研究機関の関わり方について考える
よい機会となりました。

mailto:nougyoushikensenta@pref.saga.lg.jp

